
＃
働
く

Voice

Work

国際協力キャリアガイド 2020-2021 116117 I n te rna t iona l  Coopera t ion  Career  Guidebook

ユニコ インターナショナル株式会社
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事業分野
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1971年
9,996万円
41人
東京都中央区
社会・経済・産業開発、
エネルギー・重工業開発分野、環境分野、
教育・人材開発
開発コンサルタント
若干名
〒103-0007　
東京都中央区日本橋浜町2-62-6
日本橋浜町Kビル9階
03-5847-7311
jinji@unico-intl.co.jp
http://www.unico-intl.co.jp
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１
９
７
１
年
の
創
立
以
来
、
開

発
途
上
国
の
経
済
開
発
と
工
業
化

支
援
を
専
門
に
、
国
際
機
関
や
日

本
政
府
の
開
発
援
助
事
業
を
担
っ

て
き
た
ユ
ニ
コ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
。
産
業
振
興
や
中
小
企
業

の
人
材
育
成
を
は
じ
め
、
鉱
工
業
、

石
油
、
化
学
な
ど
の
工
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
手
掛
け
る
。
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
の
両
輪
体
制
が
最
大
の
強

み
だ
。
官
民
双
方
の
事
業
に
携
わ

っ
て
き
た
実
績
を
武
器
に
、
相
手

国
の
開
発
計
画
全
体
を
見
渡
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
し
て
い
る
。

 

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
な
ど
の
新
し
い
潮
流
と
、

創
業
時
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
産

業
振
興
・
人
材
育
成
と
を
組
み
合

わ
せ
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
し

て
い
く
」
と
話
す
の
は
、
２
０
１

９
年
７
月
に
代
表
取
締
役
に
就
任

し
た
水
野
公
二
社
長
。
商
社
マ
ン

と
し
て
の
経
験
の
上
に
立
ち
、
日

本
の
民
間
企
業
の
技
術
や
手
法
を

活
か
し
た
貢
献
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企

業
は
面
白
い
」。
若
い
人
に
そ
れ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
す
水

野
社
長
。
同
社
で
は
現
在
、
長
年

戦
争
が
続
い
た
イ
ラ
ク
で
、
同
国

の
人
々
の
大
き
な
期
待
を
背
負
い
、

製
油
所
の
改
良
、
肥
料
工
場
の
復

興
整
備
お
よ
び
下
水
処
理
設
備
整

備
を
目
指
す
円
借
款
案
件
の
運
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
続

け
て
き
た
大
学
病
院
の
建
設
事
業

は
、
国
全
体
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
質
の
高
い
医
療
従
事
者
育
成

の
一
助
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

各
国
の
「
国
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
」
を
後
押
し
す
る
開
発
支
援

の
仕
事
は
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
で
は
な
い
。
環
境
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
が
現
実

に
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
ん
な
時
、原
点
に
立
ち
戻
り
、

状
況
に
合
っ
た
解
決
策
を
提
案
す

る
な
ど
、
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
仕
事
。
そ
れ
が
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
あ
る
。

産
業
振
興
・
工
業
化
支
援
の

パ
イ
オ
ニ
ア

創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
仕
事

「アフリカで働きたい」　
模索を経て今がある

“人生”に触れる、
学び多き調査の仕事

コンサルティング事業本部
コンサルティング

第一本部 

横山 仁美さん

明治学院大学
国際学部卒業
IT企業などに勤務

ユニコ
インターナショナル入社

国際協力機構（JICA）、
日本貿易振興機構

（JETRO）の嘱託職員
開発コンサルティング
企業での研究員

開発コンサルティング
企業に勤務

外務省専門調査員
として在ジンバブエ
日本大使館に勤務 

開発コンサルティング
企業でリサーチ
アシスタントを務める

エディンバラ大学
アフリカ研究センター修了

（修士課程）

　大学時代、ゼミの先生の影響でアフリカに惹かれ、
南アフリカ共和国出身の作家ベッシー・ヘッドにの
めり込みました。彼女について論文を書くために南
アフリカやボツワナを訪れた経験は、今も大切な思
い出です。「30歳までにアフリカで働く」という目
標を立てながらもすぐには機会がなく、企業勤務や
留学を経て、ようやく2005年に在ジンバブエ日本
大使館で働くチャンスを得ました。以降、アフリカ
のさまざまなプロジェクトに携わり続けています。
　ジンバブエで始めたベリーダンスのダンサーとし
ても活動し、アフリカの手作り雑貨を販売するウェ
ブサイト「ルプララ・ムーン」も運営。ダンスのネッ
トワークや経験が本業で役立つこともあります。国
際協力を仕事にするのは簡単ではないかもしれませ
んが、ぜひオープンな気持ちで「やりたいこと」に
どんどん挑戦してください。

　入社から５年、主に「調査」の仕事を担当しています。例えば、途上国
の貧困・格差解消やジェンダー平等に向けた“インクルーシブビジネス”
の事例研究で、私はケニア、ウガンダの２カ国を担当し、社会課題の解決
に貢献する企業や海外ドナーにヒアリング調査を行いました。SDGsの達
成に向けて、日本政府が民間との連携強化を模索していている今、こうし
た事業利益を上げつつ貧困削減や格差解消なども目指す取り組みを知るこ
とは、日本の政府開発援助（ODA）が、従来の協力体系を超えたアプロー
チを図る上でも重要です。今回の調査でも企業やNGOなどの幅広いステー
クホルダーを巻き込み効果的に連携していく必要性を提言しました。
　また調査の際には、報
告書に書ききれない多く
の人々の思いや人生、歴
史に触れることもできま
す。
　その他社内ではアフリ
カや国際協力の仕事の魅
力を伝える広報発信にも
力を入れています。

現地の人々の声を丁寧に聞くことが
調査では大事になる

バングラデシュからの本邦研修生による
金型磨き実習の様子


